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Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
日
本
の

医
療
は
ど
う
な
る
だ

ろ
う
か
。
ア
メ
リ
カ

は
日
本
に
対
し
「
病

院
に
利
益
至
上
主
義

を
持
ち
こ
め
」と
は
っ

き
り
要
求
し
て
き
て

い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と
同
時
に
国

民
皆
保
険
制
度
が
無
く
な
る
こ
と
は

な
い
が
、
真
っ
先
に
起
こ
り
そ
う
な

の
が
「
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
」
で

あ
ろ
う
。今
は
混
合
診
療
を
す
る
と
、

保
険
の
効
く
部
分
の
医
療
ま
で
、
自

費
で
全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
規
制
が
あ
る
と
、
混
合
診

療
し
た
ら
医
療
費
が
と
て
も
高
く
な

る
の
で
、
保
険
の
効
か
な
い
医
療
の

利
用
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、

こ
の
「
混
合
診
療
禁
止
」
は
、
最
先

端
の
医
療
を
売
り
込
み
た
い
製
薬
会

社
な
ど
に
と
っ
て
は
、
ま
ち
が
い
な

く
「
非
関
税
障
壁
」
な
の
で
、
す
ぐ

に
解
禁
を
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

健
康
保
険
は
た
だ
で
さ
え
費
用
が

膨
ら
み
過
ぎ
て
い
る
か
ら
、
混
合
診

療
が
解
禁
さ
れ
れ
ば
、
保
険
の
効
く

範
囲
を
狭
く
し
よ
う
と
す
る
の
は
目

に
み
え
て
い
る
。
す
る
と
、
保
険
の

効
く
医
療
で
は
最
低
限
の
こ
と
し
か

で
き
ず
、
高
度
な
医
療
を
受
け
た
い

人
は
、
お
金
は
か
か
り
ま
す
が
、
自

由
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
国
民
の
受
け
ら
れ

る
医
療
の
格
差
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
医
療
保
険
会

社
は
、
自
由
診
療
の
た
め
の
保
険
を

真
っ
先
に
売
り
込
み
に
来
る
だ
ろ

う
。
ア
メ
リ
カ
の
医
療
事
情
は
本
当

に
ひ
ど
い
。
公
的
な
保
険
が
な
く
、

民
間
の
医
療
保
険
が
高
い
の
で
、
貧

乏
な
人
は
保
険
に
入
れ
ず
、
国
民
全

体
の
15
％
が
無
保
険
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

加
盟
し
た
ら
、
日
本
の
医
療
も
そ
の

方
向
へ
、
じ
わ
じ
わ
と
進
ん
で
い
く

で
あ
ろ
う
。�

（
Ｔ
）

医の眼、
 歯科の眼

ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
21
人
、広
島
市
で
38
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

濱
田
先
生
は
、「
医
療
現
場
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
の
た

め
に
は
、自
分
で
考
え
て
、や
っ
て
み

る
こ
と
、そ
し
て
そ
れ
を
人
に
伝
え

る
訓
練
が
大
事
」と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。セ
ミ
ナ
ー
は
、視
線
の
高
さ
や
態

度
な
ど
に
つ
い
て
二
人
一
組
の
実
技

も
交
え
る
こ
と
で
、実
感
を
も
っ
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
未
来
に
向
け
て

あ
き
ら
か
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
」、「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
は
、

難
し
い
が
、大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
よ

り
実
感
し
た
」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
4
面
に
参
加
者
か
ら
の

感
想
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

協
会
は
、エ
イ
チ
・
エ
ム
ズ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
濱
田
真
理
子
先
生
を
講
師

に
招
き
、9
月
6
日（
土
）に
福
山
市
、

7
日（
日
）に
広
島
市
で
広
島
県
が
初

公
開
と
な
る「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー

ト
・
コ
ー
チ
ン
グ
」を
開
催
。福
山
市福山会場の実技の様子（枠内は講師の濱田先生）
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面

6
面
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面

主
張
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
日
本
向
け
雇
用
戦
略
要
求
は
誤
り
だ
っ
た
」

／
県
災
対
連
・
結
成
総
会
開
く
／
市
民
公
開
講
演
会
開
催

保
団
連
病
院
有
床
診
セ
ミ
ナ
ー
／
組
織
担
当
者
交
流
会
報
告

歯
科
臨
床
研
究
会
開
催
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
等

2
0
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度 

医
科
・
個
別
指
導
等
指
摘
事
項

連
載
企
画

日
清
戦
争
期
に
お
け
る
広
島
の
医
療
の
実
態

原
発
よ
り
も
命
の
海
を  

7
面

会
員
訪
問
／
雇
用
問
題
Ｑ
＆
Ａ

保
険
医
年
金
2
0
1
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年
1
月
加
入
分

保
険
医
年
金
2
0
1
5
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1
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入
分

ま
で
受
付
中
‼ 
休
保
制
度
も
受
付
中
!

ま
で
受
付
中
‼ 
休
保
制
度
も
受
付
中
!

1010／／2525

広島県保険医協会は
特定秘密保護法に
反対します

応募ハガキで豪雨災害復興支援を

本
紙
に
同
封
し
て
い
ま
す

ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

患
者
署
名

こ
れ
で
患
者
満
足
度
U
P

歯
科
医
療
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

協
会
は
、政
府
が
来
年
の
国
会
に
提

案
し
よ
う
と
し
て
い
る
新
た
な
患
者

負
担
増
の
計
画（
①
入
院
時
の
食
事
負

担
増
、②
混
合
診
療
の
拡
大
、③
国
保

の
都
道
府
県
化
に
よ
る
公
的
医
療
費

抑
制
）に
反
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

こ
の
度
の
広
島
市
8
・
20
豪
雨
災
害

支
援
に
も
つ
な
が
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。会
員
の
先
生
に
は
本
紙
に
署

名
、ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

署
名
用
の
返
信
封
筒
を
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

①
～
③
の
計
画
は
い
ず
れ
も
皆
保

険
制
度
を
脅
か
し
、国
民
の
格
差
拡
大

に
繋
が
る
も
の
で
す
。協
会
で
は
署

名
、ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
な
ど
で
こ
れ
ら
に

反
対
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。今
春

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
同
様
、今
回
も
ク

イ
ズ
ハ
ガ
キ
参
加
者
の
中
か
ら
抽
選

で
掃
除
機
や
電
動
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の

景
品
が
当
選
し
ま
す（
12
／
25
締
切
）。

前
回
は
、「
待
ち
時
間
に
楽
し
く
参
加

で
き
た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

大
変
好
評
で
し
た
。今
回
も
多
く
の
先

生
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
ハ
ガ
キ
で
災
害
義
援
金
を

　

ま
た
、今
回
は
応
募
い
た
だ
い
た

ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
1
通
に
つ
き
10
円

を
、協
会
が「
広
島
市
8
・
20
豪
雨
災

害
義
援
金
」に
送
り
ま
す
。

　

署
名
、ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
、リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
待
合
室
な
ど
に
置
い
て
い

た
だ
き
、患
者
さ
ん
と
と
も
に
医
療

制
度
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
! !
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最
後
に
、特
定
秘
密
保
護
法
に
つ
い

て
講
演
し
た
中
村
氏
は
、「
同
法
と
集

団
的
自
衛
権
は
手
段
と
目
的
の
関
係
。

法
律
を
急
い
で
成
立
さ
せ
た
狙
い
は
、

戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
の
体
制
を
整

え
る
た
め
だ
」と
話
し
ま
し
た
。

　

司
会
を
務
め
た
磯
田
典
之
理
事
は
、

「
い
つ
の
間
に
か
息
苦
し
い
世
の
中
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、今

か
ら
地
道
な
取
り
組
み
を
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の
よ
う
な
青

年
が
い
る
こ
と
に
心
強
さ
を
感
じ

た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

講
演
し
た
郷
原
氏
は
、「
憲
法
は
権
力

を
制
限
す
る
た
め
、国
民
が
国
に
守

ら
せ
る
も
の
だ
」と
強
調
。ま
た
、憲

法
改
正
手
続
き
に
つ
い
て
、「
諸
外
国

と
比
べ
て
日
本
は
特
別
厳
格
な
方
で

は
な
い
」と
述
べ
、「
改
正
手
続
き
の

基
準
緩
和
に
よ
り
、後
世
ま
で
影
響

を
与
え
る
憲
法
が
容
易
に
変
え
ら
れ

て
は
な
ら
な
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て

講
演
し
た
萩
田
氏
は
、「
時
の
内
閣
が

解
釈
改
憲
を
行
う
と
憲
法
の
安
定
性

が
失
わ
れ
る
」と
説
明
。さ
ら
に「
集

団
的
自
衛
権
行
使
の
要
件
は
曖
昧
で

あ
り
、政
府
が
ど
う
に
で
も
解
釈
で

き
る
」、「
他
国
と
一
緒
に
戦
争
を
す

る
国
に
な
る
と
、憲
法
の
平
和
主
義

が
形
骸
化
す
る
」と
訴
え
ま
し
た
。

田
啓
祐
弁
護
士
、中
村
晃
基
弁
護
士

を
招
き
、標
記
講
演
会
を
開
催
。市
民

な
ど
46
人
が
参
加
し
、集
団
的
自
衛

権
、特
定
秘
密
保
護
法
な
ど
立
憲
主

義
を
脅
か
す
問
題
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、立
憲
主
義
に
つ
い
て

協
会
が
抗
議
声
明
発
表

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
求
め

　

沖
縄
県
名
護
市
・
辺
野
古
で
、圧
倒

的
多
数
の
沖
縄
県
民
の
反
対
世
論
を

無
視
し
、新
基
地
建
設
に
向
け
た
海
底

掘
削
作
業
が
強
行
さ
れ
て
い
る
問
題

に
つ
い
て
、協
会
は
9
月
12
日
に
、抗

議
声
明「
辺
野
古
新
基
地
建
設
強
行
に

講
義
し
、海
底
掘
削
作
業
の
中
止
を
求

め
ま
す
」を
発
表
。仲
井
眞
弘
多
沖
縄

県
知
事
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

琉
球
新
報
社
と
沖
縄
テ
レ
ビ
放
送

が
合
同
で
行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、

掘
削
作
業
を「
中
止
す
べ
き
」と
の
回

答
が
80
・
2
％
に
上
り
、無
条
件
撤
去

を
求
め
、県
内
移
設
に
反
対
す
る
声
も

79
・
2
％
に
達
し
て
い
ま
す
。そ
の
よ

う
な
中
、強
権
的
な
新
基
地
建
設
推
進

は
、沖
縄
県
民
の
更
な
る
怒
り
を
巻
き

起
こ
し
て
い
ま
す
。ま
た
、普
天
間
基

地
に
配
備
さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
は
、沖

縄
だ
け
で
な
く
全
国
で
飛
行
訓
練
を

展
開
し
て
お
り
、新
基
地
が
完
成
す
れ

ば
、飛
行
訓
練
の
規
模
は
一
層
拡
大
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

声
明
で
は
、「
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
の

医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、戦
争
に
つ

な
が
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
に
反
対
」す
る

と
し
て
、辺
野
古
新
基
地
建
設
強
行
に

抗
議
し
、海
底
掘
削
作
業
の
中
止
、立

ち
入
り
禁
止
水
域
を
示
す
ブ
イ
な
ど

の
撤
去
を
求
め
、沖
縄
県
知
事
に
直
ち

に
政
府
へ
の
中
止
要
請
を
行
う
よ
う

訴
え
て
い
ま
す
。

　

協
会
は
、9
月
28
日（
日
）に
福
山

市
で「
明
日
の
自
由
を
守
る
若
手
弁

護
士
の
会
」の
郷
原
由
合
弁
護
士
、萩

広
島
県
災
対
連
、結
成
総
会
開
く

災
害
被
災
者
支
援
な
ど
方
針
を
確
認

島
県
災
対
連
）
は
9
月
14
日
（
土
）、

広
島
市
内
で
結
成
総
会
を
開
き
ま
し

た
。
県
災
対
連
は
、
①
災
害
被
災
者

の
生
活
再
建
・
住
民
本
位
の
復
興
を

目
指
す
支
援
、
②
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
お
よ
び
支
援
に
か
か
わ
る
諸

制
度
の
改
善
、
③
災
害
・
防
災
問
題

に
関
す
る
運
動
・
情
報
の
交
流
を
目

的
と
し
て
お
り
、結
成
総
会
当
日
は
、

会
の
目
的
に
賛
同
す
る
諸
団
体
、
個

人
な
ど
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
青
木
克
明
理
事
お
よ

び
事
務
局
が
参
加
。
ま
た
、
住
江
憲

勇
保
団
連
会
長
（
全
国
災
対
連
の
代

表
世
話
人
）
も
参
加
し
、
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

結
成
総
会
で
は
、
8
・
20
広
島
市

豪
雨
・
土
砂
災
害
の
被
害
状
況
、
ま

た
、
既
に
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
、
個
人
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
土
砂
の
撤
去
、
住

居
の
確
保
な
ど
当
面
の
課
題
だ
け
で

な
く
、
生
活
再
建
、
防
災
な
ど
行
政

（
国
や
県
、
市
）
の
果
た
す
責
任
を

問
う
声
が
多
数
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
被
災
し
た
医
療
機
関

の
状
況
把
握
と
と
も
に
、被
災
者（
患

者
）
が
安
心
し
て
医
療
機
関
に
か
か

れ
る
よ
う
、
被
災
者
医
療
の
取
扱
い

に
つ
い
て
周
知
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

県
災
対
連
で
は
、活
動
方
針
の
他
、

当
面
10
月
末
ま
で
の
土
日
祝
日
を
中

心
に
支
援
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
災
害
被
災
者
支
援
と
災
害
対
策

改
善
を
求
め
る
広
島
県
連
絡
会
」（
広

講演に耳を傾ける参加者

左から中村氏、郷原氏、萩田氏

結成総会の様子

　8月30日の中国新聞（第43208
号）で、今年7月の消費支出が5．
9％減と報道された。総務省の
調査結果では、4か月連続して減少し
ている。折れ線グラフもついている。1
所帯あたりの消費支出は、今年2月に
マイナスになり、3月は駆け込み需要
で6％に上がったものが、消費税の8％
へのアップで、4月、5月、6月と減少に
転じ、7月には回復すると見込まれて
いた。ところが7月の値は6月（マイナ
ス3％）を下回りマイナス5．9％となっ
た。消費税増税に伴う消費の落ち込み
を修正しなければならない。さらに、
翌31日の新聞は9月からの諸物価の値
上げを「値上げの秋」という見出しで
報じた。2015年10月の再増税に向けた
判断に影響することは必至である。個
人消費は国内総生産（ＧＤＰ）の6割を
占め、経済成長率を大きく左右する。
　この日発表された7月の全国消費者
物価指数（生鮮食品を除く）は3．3％の
上昇である。一方、6月の毎月勤労統計
調査（確報、従業員5人以上の事業所）
では、1人当たりの基本給など所定内
給与はわずか0．2％増にとどまってい
る。あまりに低い数字だ。物価上昇に
賃金が追い付いておらず、個人消費の
先行きに対する懸念は払しょくでき
ない。
　平成4（1992）年のＯＥＣＤ（経済協
力開発機構）の閣議理事会で、日本へ
向けての雇用戦略の要求があった。雇
用の法的規制を緩和して、企業が容易
に労働者を解雇できる形にし、労働移
動を活発化させようというものであ
る。公共職業安定所を縮小し、民間の
人材ビジネスに広げるよう要求され
た。1996年には日本経済への審査も行
われ、日本の年功賃金制度の変更が強
く求められている。雇用流動化論であ
る。
　勤労者所得の減少が大きくなった
のは、昭和の終わりから平成のはじめ
にかけてバブルが発生し、経済成長率
が一時的に高まって、これが崩壊した

（バブル崩壊）以降である。経済
成長率が急激に低迷し、完全失
業率の見通しが難しくなった。

バブル期に雇用した40歳代、50歳代の
職員の処理をせねばならなくなり、大
企業が雇用流動化論に与することに
なった。基本的には賃金の引き下げで
ある。
　「本当は、対日審査では少なくとも
次の3点に関して、何らかの反論がな
されるべきだった」（石水喜夫：日本型
雇用の真実、ちくま新書、2013年）。「第
一に、年功賃金制度の利点。つまり人
間基準で雇用し企業に益するところ
が大きい。第二に、景気変動に対して
は、所定外労働時間で柔軟に日本は対
応している点。第三に、民間ビジネス
では、採用企業から成功報酬を得て、
雇用問題にねじれの可能性がある点
だ」
　しかしながら、現実には現在の正規
職員、非正規職員に加えて、最近注目
されている特殊技能をもつ職員（専門
能力活用型グループ）の3つが考えら
れている。第三のグループは高度の専
門能力を発揮することにより、他の企
業で能力を発揮できるとされてはい
るが、本来の目的は賃金の抑制であ
る。これも雇用流動化論の一環であ
り、連合が反対したという経緯があ
る。この件は、連合の指摘した通りに
なっている。
　問題なのは、現在の日本は連合の反
論が失われつつあり、雇用流動化論や
構造改革論には歯止めがかからなく
なってしまったことだ。新古典派経済
学に導かれ、日本の雇用慣行の否定、
解雇抑制的雇用政策の撤回の方向に
進んでいる。
　賃金を抑えることに主眼を置いた
社会では、社会のビジョンは形作れ
ないことに気付くべきである。このま
までは、いくら良いアイデアを出して
も、賃金は上がらない。賃金を上げる
方向で知恵を出すべきである。国民が
疲弊している国家に繁栄はない。

主　 張

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
日
本
向
け
雇
用
戦
略
要
求
は
誤
り
だ
っ
た

立憲主義の崩壊？
～国民の生活が危険に！！

市民公開講演会 福山で開催
若手弁護士がこの国の危機を訴え

広島県保険医協会
行事案内
Twitter

＠hokeni_info
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病
院
・
有
床
診
療
所
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

（
感
想
）岡
村
　
仁
志

基
調
報
告
「
入
院
医
療
を
め
ぐ
る

情
勢
と
対
策
」

　

大
事
な
こ
と
を
短
い
時
間
で
話
し

て
頂
き
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
有
床
診
療
所
の
立
場
と
し
て

な
責
任
と
言
わ
れ
、こ
れ
か
ら
自
分

た
ち
が
問
題
を
提
起
し
て
行
く
こ
と

が
大
切
と
わ
か
り
ま
し
た
。そ
し
て

地
域
の
方
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と

で「
大
事
な
こ
と
は
面
倒
臭
い
」と
考

え
て
行
動
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。

学
習
会
「
届
出
医
療
の
活
用
と
留

意
点
」

　

細
か
く
解
釈
が
あ
り
、今
ま
で
わ
か

ら
な
く
て
厚
生
局
に
問
い
合
わ
せ
た

り
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
や
す
く
、

届
出
後
の
チ
ェ
ッ
ク
表
ま
で
あ
り
、す

ぐ
に
で
も
活
用
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
有
床
診
療
所
等

の
防
火
対
策
」

　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
有
用
性
、火
災

予
防
等
、専
門
の
方
の
話
が
聞
け
て
と

て
も
良
か
っ
た
で
す
。早
速
、全
体
の

朝
礼
で
火
災
予
防
の
事
を
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
診
療
所
も
福
岡
の
診
療
所
同
様

に
訓
練
を
行
い
消
防
署
か
ら
は
合
格

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、実
際
に
火
災

が
起
き
た
ら
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、夜
間
に
病
院
、診
療
所
で
は

な
か
な
か
人
員
を
増
や
す
こ
と
が
困

難
で
す
が
、通
報
が
短
時
間
で
確
実
に

で
き
、消
防
等
で
人
を
増
や
し
て
い
っ

た
方
が
、も
し
か
し
て
よ
り
被
害
を
受

け
る
方
は
減
る
の
で
は
と
も
思
い
ま

し
た
。

　

全
体
と
し
て
講
師
の
方
々
が
伝
え

た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、時
間
が

足
り
な
か
っ
た
と
思
う
く
ら
い
充
実

し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
で
き
た
と
思

い
ま
す
。今
ま
で
に
3
年
に
1
度
の

保
健
所
立
入
り
検
査
を
受
け
た
く
ら

い
で
適
時
調
査
や
個
別
指
導
を
受
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。立
入
直
前
に

書
類
を
整
理
す
る
こ
と
も
多
々
あ
っ

た
の
で
す
が
、今
後
は
日
々
、内
部
で

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
健
全
な
運

営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。（
福
山
市・さ

く
ら
の
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク
職
員
）

今
後
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
知
り
対

策
を
立
て
て
行
く
の
に
参
考
に
な
り

ま
し
た
。国
の
方
針
が
診
療
報
酬
改
定

の
度
に
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
が
、振
り
回
さ
れ
ず
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
語
る
に
は
社
会
保
障

制
度
を
知
ら
な
い
と
い
け

な
い
。そ
の
社
会
保
障
は

自
助
、共
助
、公
助
の
バ
ラ

ン
ス
か
ら
な
り
、そ
こ
か

ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
進
ん
で
行
く
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
公
的

記
念
講
演「
社
会
保
障

制
度
改
革
の
担
い
と
地

域
医
療
の
あ
る
べ
き
姿

を
考
え
る
」

　

8
月
31
日（
日
）、保
団
連
組
織
担

当
者
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、全
国
の

協
会
か
ら
約
50
名
が
参
加
、当
会
か

ら
は
上
田
喜
清
組
織
部
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、保
団
連
組
織
部

の
下
出
部
長
よ
り
、医
科
会
員
2
，

0
0
0
人
、歯
科
会
員
1
，4
0
0
人

の
年
間
入
会
目
標
達
成
率
が
50
％
と

な
っ
て
お
り
、実
増
数
で
も
医
科
歯

科
と
も
に
50
％
を
超
え
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

厚
労
省
の『
医
科
歯
科
医
師
薬
剤

師
調
査
』を
み
る
と
、関
東
・
関
西
の

都
市
部
を
除
き
、ほ
と
ん
ど
の
道
府

県
で
開
設
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。参
加
協
会
か
ら
は
、高
齢
化
に

よ
る
退
会
者
の
増
加
に
、入
会
が
追

い
つ
い
て
い
な
い
現
状
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。共
済
制
度
の
活
用
な
ど

も
絡
め
な
が
ら
、若
年
層
、新
規
開
業

医
へ
の
は
た
ら
き
か
け
を
と
い
う
課

題
に
、「
会
員
か
ら
の
紹
介
が
一
番
」

と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
分
散
会
で
は
、組
織
規
模

で
2
つ
に
分
か
れ
、率
直
な
悩
み
や

対
策
が
交
流
さ
れ
ま
し
た
。当
会
が

参
加
し
た
分
科
会
で
は
、主
に
、増
加

し
て
い
る
女
性
医
師
・
歯
科
医
師
対

策
や
役
員
対
策
に
つ
い
て
の
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。対
象
者
や
地
区
で
の
交
流
を
企

画
す
る
、そ
れ
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
な
ど
が
意
見
と
し
て
聞
か
れ
ま
し

た
。北
海
道
医
会
で
は
、会
員
が
会
員

外
の
先
生
も
誘
っ
て
参
加
で
き
る
交

流
会
を
企
画
す
る
な
ど
工
夫
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、閉
院
を
考
え
て
い

る
会
員
と
開
業
予
定
者
の
接
点
を
企

画
し
開
業
か
ら
閉
院（
継
承
）ま
で

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
、届
出

や
施
設
基
準
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
組

織
拡
大
対
策
に
位
置
付
け
て
い
く
な

ど
、協
会
な
ら
で
は
の
企
画
内
容
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
会
活
動
の
充
実
、活
発
化
に
組
織

拡
大
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。ま
た
医
師
・

歯
科
医
師
の
要
求
実
現
に
は
、会
員
の

積
極
的
な
参
加
も
重
要
で
す
。「
頼
り

に
な
る
協
会
活
動
」の
実
現
で
き
る
企

画
、身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
協
会
活

動
の
工
夫
、会
員
内
外
に
ど
の
よ
う
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
か
、知
恵
を
出
し
合
う

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

千
田 

武
志（
ち
だ 

た
け
し
）

　

昭
和
21
年 

岩
手
県
に
生
ま
れ
る

　

昭
和
46
年 

広
島
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

　

平
成
9
年 

呉
市
史
編
纂
室
長

　

平
成
14
年 

広
島
国
際
大
学
教
授

　

現
在　

広
島
国
際
大
学
非
常
勤
講

師
、呉
市
参
与

　

著
書　
『
英
連
邦
軍
の
日
本
進
駐

と
展
開
』（
御
茶
の
水
書
房　

平
成

9
年
）、「
英
連
邦
軍
の
進
駐
と
日

本
人
と
の
交
流
」（『
日
英
交
流
史

1
6
0
0
―
2
0
0
0
』第
3
巻〈
軍

事
〉東
京
大
学
出
版
会
、平
成
13
年
）、

「
明
治
中
期
の
官
営
軍
事
工
場
と
技

術
移
転
―
呉
海
軍
工
廠
造
船
部
の
形

成
を
例
と
し
て
ー
」（『
日
英
兵
器
産

業
史
―
武
器
移
転
の
経
済
史
的
研
究

―
』日
本
経
済
評
論
社
、平
成
17
年
）、

「
軍
都
広
島
と
戦
時
救
護
」（『
日
本
赤

十
字
社
と
人
道
援
助
』東
京
大
学
出

版
会
、平
成
21
年
）、「
ワ
シ
ン
ト
ン
軍

縮
が
日
本
海
軍
の
兵
器
生
産
に
お
よ

ぼ
し
た
影
響
―
呉
海
軍
工
廠
を
中
心

と
し
て
ー
」（『
軍
縮
と
武
器
移
転
の

世
界
史「
軍
縮
下
の
軍
拡
」は
な
ぜ
起

き
た
の
か
』日
本
経
済
評
論
社
、平
成

26
年
）な
ど

　

は
じ
め
に

　
日
清
戦
争
の
研
究
に
お
い
て
広
島

の
果
た
し
た
役
割
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
は
多
い
が
、医
療
を
対
象
と
し

た
論
考
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。こ

の
よ
う
な
な
か
で
本
稿
は
、日
清
戦

争
で
兵
站
基
地
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
広
島
の
医
療
に
焦
点
を

あ
て
、戦
争
と
医
療
と
の
関
係
を
検
証

し
、そ
れ
を
通
じ
て
戦
争
が
兵
士
や
国

民
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
解
明
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。記
述
に
際

し
て
は
、ま
ず
日
清
戦
争
の
経
緯
と
広

島
へ
の
影
響
に
つ
い
て
概
観
す
る
。次

に
当
時
の
日
本
最
大
の
陸
軍
医
療
機

関
で
あ
っ
た
広
島
陸
軍
予
備
病
院
、量

的
に
も
質
的
に
も
世
界
一
と
評
価
さ

れ
た
似
島
臨
時
陸
軍
検
疫
所
の
活
動

を
取
り
扱
う
。そ
し
て
日
本
赤
十
字
社

救
護
員
の
記
録
な
ど
を
使
用
し
て
軍

事
施
設
に
お
い
て
最
初
に
導
入
さ
れ

た
看
護
婦
の
役
割
、さ
ら
に
広
島
に
お

け
る
コ
レ
ラ
の
流
行
と
対
策
を
通
じ

て
、戦
争
が
市
民
に
も
た
ら
し
た
影
響

に
つ
い
て
考
察
す
る
。な
お
呉
鎮
守
府

病
院（
現
在
の
呉
医
療
セ
ン
タ
ー
）を

例
に
、日
清
戦
争
と
海
軍
の
医
療
に
つ

い
て
取
り
上
げ
、陸
軍
と
海
軍
の
相
違

に
も
言
及
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

一　

日
清
戦
争
と
広
島

　

明
治
27（
1
8
9
4
）年
3
月
、朝
鮮

に
お
い
て
発
生
し
た
農
民
の
反
乱（
東

学
党
の
乱
）は
急
速
に
拡
大
し
、農
民

戦
争
の
様
相
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
。そ
し
て
5
月
31
日
に
は
、朝
鮮
政

府
が
清
国
援
兵
要
請
を
決
議
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、日
本
と
清
国
の
関
係
は

に
わ
か
に
緊
張
し
た
。こ
う
し
た
事
態

に
対
し
て
伊
藤
内
閣
は
、6
月
2
日
、

議
会
の
解
散
と
朝
鮮
出
兵
を
決
定
、6

月
5
日
に
大
本
営
を
設
置
し
た
。こ
の

よ
う
な
な
か
で
7
月
25
日
、日
本
の
軍

艦
が
豊
島
沖
で
清
国
の
軍
艦
と
遭
遇

し
戦
闘
状
態
と
な
っ
た
。

　

明
治
27
年
8
月
1
日
、日
本
は
清

国
に
宣
戦
を
布
告
、全
面
戦
争
へ
と

突
入
し
た
。そ
し
て
9
月
の
平
城
の

戦
い
で
清
国
軍
を
撃
破
、黄
海
の
海

戦
で
北
洋
艦
隊
を
半
ば
壊
滅
さ
せ

た
。そ
の
後
10
月
に
、陸
軍
が
遼
東
半

島
に
上
陸
し
、11
月
に
旅
順
要
塞
の

陥
落
に
成
功
、年
が
改
ま
っ
た
28
年

1
月
に
は
山
東
半
島
に
上
陸
し
、2

月
に
威
海
衛
の
要
塞
を
陥
落
さ
せ
、

一
方
の
海
軍
は
、威
海
衛
に
退
い
て

い
た
北
洋
艦
隊
の
残
り
の
半
分
を
降

伏
さ
せ
た
。こ
う
し
た
戦
闘
の
結
果

を
踏
ま
え
4
月
17
日
、清
国
が
朝
鮮

の
独
立
、遼
東
半
島
・
台
湾
の
割
譲
、

賠
償
金
二
億
両
を
支
払
う
こ
と
を
認

め
る
こ
と
を
骨
子
と
す
る
下
関
条
約

が
締
結
さ
れ
、講
和
が
成
立
し
た
。

　

こ
の
間
の
明
治
27
年
6
月
5
日
、

広
島
の
第
五
師
団
に
最
初
の
動
員
命

令
が
下
さ
れ
た
。ま
た
8
月
20
日
に

は
広
島
駅
と
宇
品
港
を
結
ぶ
軍
用
鉄

道
が
完
成
、広
島
に
全
国
か
ら
兵
員
、

物
資
な
ど
が
集
め
ら
れ
、宇
品
港
か
ら

大
陸
へ
送
ら
れ
て
い
っ
た
。そ
し
て
9

月
15
日
に
は
明
治
天
皇
が
広
島
に
到

着
し
、大
本
営
が
東
京
か
ら
第
五
師
団

司
令
部
庁
舎
に
移
転
し
た
。さ
ら
に
10

月
5
日
、広
島
市
お
よ
び
宇
品
地
域
が

臨
戦
地
境
と
定
め
ら
れ
て
戒
厳
下
に

お
か
れ
、10
月
18
日
、広
島
西
練
兵
場

内
の
仮
議
事
堂
に
お
い
て
第
七
臨
時

議
会
が
開
会
さ
れ
た
。な
お
当
時
は
、

広
島
城
の
南
の
広
大
な
地
域
、現
在
の

基
町
に
あ
た
る
広
島
県
庁
、バ
ス
セ
ン

タ
ー
、広
島
市
民
球
場
跡
な
ど
が
陸
軍

用
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
清
戦
争
に
お
い
て

広
島
は
、軍
都
ば
か
り
で
な
く
臨
時
首

都
的
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
理

由
に
つ
い
て
は
、次
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。ま
ず
明
治
22
年
11
月
に

宇
品
港
が
完
成
し
て
お
り
、27
年
6
月

に
山
陽
鉄
道
が
広
島
ま
で
開
通
し
、交

通
の
便
が
よ
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
戦
場
に
比
較
的
近
く
、瀬
戸
内

海
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
防
御
に
優
れ

て
い
る
こ
と
、充
分
と
は
い
え
な
い
も

の
の
臨
時
首
都
的
な
役
割
を
担
え
る

都
市
機
能
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
な
ど

の
地
理
的
、社
会
的
要
因
が
あ
げ
ら
れ

る
。さ
ら
に
呉
鎮
守
府
が
あ
り
、海
上

な
ど
の
防
衛
と
と
も
に
飲
料
水
の
供

給
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と（
広

島
市
に
は
当
時
水
道
が
な
か
っ
た
）が

考
え
ら
れ
る
。

　

日
清
戦
争
に
と
も
な
い
広
島
に

は
、全
国
か
ら
多
く
の
兵
士
・
商
人
・

労
務
者
が
入
り
込
み
軍
需
景
気
が
も

た
ら
さ
れ
た
。し
か
し
一
方
で
、市
民

は
物
価
の
高
騰
や
治
安
の
悪
化
に

苦
し
め
ら
れ
た
。ま
た
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、伝

染
病
、と
く
に
致
死
性
の
高
い
コ
レ

ラ
患
者
が
多
数
発
生
し
恐
怖
を
与
え

た
。統
計
上
は
大
阪
に
つ
ぐ
数
値
で

あ
る
が
、こ
の
ほ
か
に
陸
軍
の
医
療

機
関
に
多
数
の
患
者
が
入
院
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、広
島
市
こ
そ

こ
の
戦
争
で
も
っ
と
も
コ
レ
ラ
禍
に

お
び
や
か
さ
れ
た
地
域
だ
っ
た
の
で

あ
る
。�

（
つ
づ
く
）

交流会の様子

組織拡大について意見交換
「頼りになる協会活動」の実現を

保団連 組織担当者交流会
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日
清
戦
争
期
に
お
け
る

　
　

広
島
の
医
療
の
実
態 

①

日
清
戦
争
期
に
お
け
る

　
　

広
島
の
医
療
の
実
態 

①

広
島
国
際
大
学　

千
田 

武
志

広
島
国
際
大
学　

千
田 

武
志

　保団連は、8月30日、31日に東京都内で「第23回病
院・有床診セミナー」を開催。23協会から81人が参
加し、地域包括ケアや適時調査の問題点などについ
て学習しました。（以下に参加者の感想を掲載）

保
団
連病院・有床診セミナー開催
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さ
れ
ま
し
た
。最
後
に
、中
国
ブ
ロ
ッ

ク
各
協
会
が
今
後
も
技
工
料
問
題
打

開
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
す
る
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、各
県
の
報
告
を
も
と
に

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。会
員
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
研
究
会
や
、審
査
、

指
導
問
題
に
関
す
る
行
政
へ
の
要

請
、地
域
で
の
医
療
活
動
な
ど
、他
県

の
取
り
組
み
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

閉
会
挨
拶
に
お
い
て
、上
田
副
理

事
長
は「
今
後
も
良
い
歯
科
医
療
を

目
指
し
て
、交
流
を
深
め
、各
県
活
発

な
活
動
を
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

9
月
23
日（
火
・
祝
）、保
団
連
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
は
、広
島
市
内
に

て
歯
科
交
流
会
を
開
催
。当
会
か
ら

上
田
喜
清
副
理
事
長
、延
本
充
弘
・
大

堂
敏
彦
両
理
事
、小
早
川
秀
雄
歯
科

幹
事
が
出
席
し
ま
し
た
。中
国
5
県

の
協
会
役
員
、事
務
局
、保
団
連
あ
わ

せ
て
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、京
都
府
歯
科
保
険
医

協
会
理
事
長
の
林
光
一
先
生
を
講
師

に「
製
作
技
工
費
を
歯
科
点
数
表
に

新
設
す
る
た
め
に
」と
題
し
た
講
演

を
行
い
ま
し
た
。林
先
生
は
、「
歯
科

技
工
士
の
経
営
、雇
用
の
改
善
は
、歯

科
医
療
を
支
え
る
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
喫
緊
の
課
題
。打
開
策
と
し
て

製
作
技
工
費
を
歯
科
点
数
表
に
収
載

す
る
と
と
も
に
、診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
、歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
も

要
求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」と
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
流
で
は
、「
歯
科
医
師
側
か

ら
も
っ
と
技
工
士
と
の
連
携
を
」、

「
歯
科
医
師
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

る
努
力
が
必
要
」な
ど
の
意
見
が
出

の
佐
藤
聡
先
生
を
お
招
き
し
、イ
ン

プ
ラ
ン
ト
を
取
り
巻
く
周
囲
組
織
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
上
の
リ
ス
ク
因

子
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
組
織
の
検

査
、メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、丁

寧
に
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
歯
周
病
、非
歯

周
病
の
方
や
喫
煙
者
、非
喫
煙
者
な

ど
の
比
較
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
」、

「
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
話
が
聞
け

て
、と
て
も
良
か
っ
た
」な
ど
の
感
想

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
和
田
先
生
よ
り
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介

し
ま
す
。

　

歯
科
臨
床
研
究
会「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

治
療
に
際
し
て
考
慮
す
べ
き
歯
周
組

織
の
環
境
と
対
策
」を
聴
講
し
て
、以

下
の
3
点
を
私
の
今
後
の
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
治
療
に
対
す
る
指
針
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、最
初
に
全
顎
に
わ
た
っ
て

重
度
の
Ｐ（
広
汎
型
侵
襲
性
歯
周
炎
）

の
あ
る
患
者
、医
師
及
び
患
者
が

ま
っ
た
く
管
理
し
て
い
な
い
糖
尿
病

患
者
、前
立
腺
癌
の
為
に
抗
癌
剤
を

服
用
し
て
い
る
患
者
、骨
粗
鬆
症
の

為
に
ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
を
服

用
し
て
い
る
患
者
等
は
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
治
療
を
し
な
い
。

　

次
に
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
体
の
メ
イ
ン

テ
ナ
ン
ス
し
や
す
い
形
態
と
負
担
過

重（
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）を
考
慮
に

入
れ
て
、補
綴
物
の
作
成
を
す
る
こ
と

が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

適
切
な
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
上
部
構
造
を

し
て
い
な
い
と
、5
年
後
に
如
実
に
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
成
否
が
わ
か
る

と
い
う
図
表
を
提
示
さ
れ
、5
年（
5

年
生
存
率
97
・
2
％
）大
丈
夫
な
ら
、10

年
、20
年
と
長
期
安
定（
な
が
も
ち
）す

る
と
い
う
事
実
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
粘
膜
周
囲
炎
①
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
が
、重
度
の

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
②
に
な
る

と
、書
物
に
は
い
ろ
い
ろ
成
功
例
が

書
い
て
あ
る
が
、長
期
的
に
み
れ
ば

予
後
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
。

　

最
後
に
、チ
タ
ン
製
の
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
体
を
腐
食
さ
せ
な
い
フ
ッ
素
な

し
の
歯
磨
剤
や
洗
口
剤
を
使
用
す
る

こ
と
。フ
ッ
素
含
有
の
歯
磨
剤
を
用

い
る
と
、チ
タ
ン
の
表
面
を
腐
食
し
、

表
面
を
粗
造
に
し
て
、プ
ラ
ー
ク
の

付
着
や
口
腔
内
細
菌
の
付
着
を
容
易

に
す
る
と
い
う
。（
府
中
市
・
ワ
ダ
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

※
九
州
大
学　

中
川
雅
晴
准
教
授

（
日
本
歯
科
評
別
刷
）

　
（
参
照
）

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
長
期
安
定
性

を
得
る
た
め
に
は
？

歯
科
臨
床
研
究
会
開
く

　

協
会
は
、8
月
24
日（
日
）広
島
市

内
に
て
歯
科
臨
床
研
究
会「
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
治
療
に
際
し
て
考
慮
す
べ
き

歯
周
組
織
の
環
境
と
対
策
」を
開
催
。

21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命

歯
学
部
歯
周
病
学
講
座
教
授
、同
先

端
研
究
セ
ン
タ
ー
再
生
医
療
学
教
授

　

今
回
は
、歯
科
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
チ
ン
グ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
は
こ
の
よ

う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
す
る
の
は
初

め
て
で
し
た
が
、濱
田
さ
ん
の
講
話
は

た
だ
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、自
分
で

考
え
た
り
動
い
た
り
し
て
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
す
ぎ
て
い
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。ま
た
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
の
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
コ
ー

チ
ン
グ
は
福
山
市
で
の
講
演
が
第
一

回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、よ
り
一
層

興
味
を
引
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
目
的
は
、歯
科
医

療
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
で
し
た
。私
が
思
っ
て
い
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
と

セ
ミ
ナ
ー
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
が
違

い
、自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

相
手
へ
の
配
慮
が
不
足
し
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

一
つ
取
る
に
し
て
も
視
線
、態
度
、話

す
ペ
ー
ス
な
ど
普
段
あ
ま
り
気
に
し

て
い
な
い
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。特
に
気
に
な
っ

た
こ
と
は〝
自
分
が
思
っ
て
い
る
程
、

相
手
に
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
は
伝

わ
っ
て
い
な
い
〟と
い
う
こ
と
で
し

た
。友
人
と
会
話
を
す
る
時
、自
分
の

言
い
た
い
こ
と
を
伝
え
る
に
は
ど
の

よ
う
な
言
い
方
だ
と
伝
わ
り
や
す
い

か
？
不
快
感
を
与
え
て
い
な
い
か
？

と
い
う
こ
と
を
少
な
か
ら
ず
考
え
ま

す
。そ
れ
を
出
会
っ
て
間
も
な
い
患
者

さ
ん
に
Ｔ
Ｂ
Ｉ
な
ど
で
ど
う
し
て
歯

磨
き
を
上
手
に
し
な
い
と
い
け
な
い

の
か
を
伝
え
る
こ
と
は
、友
人
と
話
す

と
き
以
上
に
気
を
遣
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。相
手
に
わ
か
り
や
す
く
不
快

感
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
言

葉
遣
い
だ
け
で
な
く
、相
手
の
態
度

や
顔
色
を
見
て
相
手
に
ち
ゃ
ん
と
伝

わ
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
確
認
し
、一

方
通
行
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
相
手

が
接
し
や
す
い
雰
囲
気
を
出
す
こ
と

も
大
切
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
と
き
は
笑
顔
を
た
や
さ
な
い
よ

う
に
心
が
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
ま
だ
新
米
な
の
で
技
術
面
も

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、患
者
さ
ん
や
ス

タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
て
そ
の
能
力
を
磨
い
て

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。（
福
山
市
・
日

野
歯
科
医
院
勤
務
）

医科社保担当者
会議開く

　

保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

（
中
国
5
県
の
保
険
医
協
会
で
構
成
）

は
9
月
21
日（
日
）、岡
山
市
内
で「
医

科
社
保
担
当
者
会
議
」
を
開
催
し
ま

し
た
。会
議
に
は
保
団
連
を
は
じ
め
、

各
協
会
の
社
保
担
当
役
員
、
事
務
局

が
出
席
し（
当
会
か
ら
は
長
谷
憲
理

事
長
、
古
屋
和
博
理
事
が
出
席
）、

診
療
報
酬
改
善
、
適
時
調
査
、
個
別

指
導
の
対
策
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
な
ど
を
も
と
に
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

【
診
療
報
酬
改
善
対
策
】

　

本
年
7
月
に
実
施
し
た「
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
共
同
改
定
影
響
ア
ン
ケ
ー

ト
」結
果
に
つ
い
て
、吉
野
生
季
三
島

根
協
会
理
事
の
報
告
を
も
と
に
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た（
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
つ
い
て
は
広
島
保
険
医
新
聞
11

月
号
で
概
要
を
紹
介
す
る
予
定
）。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
回
収
率
・

19
・
8
％
）は
、
今
次
改
定
で「
プ
ラ

ス
」
と
回
答
し
た
医
療
機
関
は
9
・

3
％
で
、「
マ
イ
ナ
ス
」と
の
回
答
は

3
倍
強
の
33
・
8
％
で
し
た
。
特
に

無
床
診
療
所
で
は
36
・
2
％
が
マ
イ

ナ
ス
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ

ス
要
因
の
最
多
は「
在
宅
医
療
の
引

き
下
げ
」
で
、
54
・
9
％
に
も
の
ぼ

り
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
、「
診
療
報
酬
に
関
す

る
要
請
書
」を
ま
と
め
、安
倍
首
相
、

塩
崎
厚
労
相
、森
田
中
医
協
会
長
宛

に
送
付
。医
療
費
抑
制
を
目
的
と
し

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

を
や
め
、地
域
医
療
を
充
実
さ
せ
る

観
点
か
ら
基
本
診
療
料
を
引
き
上
げ

る
こ
と
な
ど
改
善
を
訴
え
ま
し
た
。

【
適
時
調
査
・
個
別
指
導
対
策
】

　

適
時
調
査
に
つ
い
て
、
昨
年
の
指

摘
事
項
を
も
と
に
5
県
の
比
較
・
分

析
を
行
い
、
特
徴
と
問
題
点
を
議
論

し
ま
し
た
。
個
別
指
導
と
比
較
し
て

返
還
金
額
が
多
く
な
っ
て
い
る
点
、

ま
た
、
適
時
調
査
は
法
律
に
規
定
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
通
知
に
よ
る

も
の
で
あ
る
点
な
ど
問
題
点
が
多
く

あ
り
、
今
後
の
対
策
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

個
別
指
導
に
つ
い
て
は
、
行
政
文

書
の
一
部
不
開
示
問
題
を
中
心
に
議

論
。
不
開
示
決
定
の
取
り
消
し
を
求

め
、
不
服
審
査
請
求
を
行
う
な
ど
の

対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

会議の様子

交流会の様子

研究会の様子

講師の佐藤先生

保団連中国ブロック

「メディカルサポー
ト・コーチング」を
受講して

（感想）恒次伽奈

1 面の続き

　

協
会
は
医
科
・
歯
科
の
社
保
部
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
部
会
で
は
会

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
保
険
請
求
事

例
、
納
得
で
き
な
い
査
定
事
例
の
検

討
な
ど
を
行
い
、
必
要
な
情
報
は
適

宜
協
会
紙
等
で
紹
介
す
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
か
ら
の
要

望
に
応
じ
、
審
査
支
払
機
関
や
行
政

当
局
と
の
折
衝
も
行
い
ま
す
。

　

個
別
指
導
や
監
査
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
指
導
当
日
の
録
音
の
実
施
や

弁
護
士
帯
同
の
実
施
の
他
、
カ
ル
テ

記
載
等
に
つ
い
て
役
員
が
助
言
を
行

う
相
談
会
も
随
時
実
施
し
て
い
ま

す
。
個
別
指
導
や
監
査
の
通
知
が
な

く
て
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

な
お
、法
律
・
税
務
・
労
務
相
談
も
随

時
受
付
し
て
い
ま
す（
8
面
に
掲
載
）。

随
時
受
付・役
員
が

対
応
し
ま
す

審
査
、
指
導
等
相
談
に
つ
い
て

「歯科臨床
研究会」を
聴講して
　（感想）和田龍彦

①
粘
膜
に
支
持
骨
の
喪
失
を
伴
わ

な
い
炎
症
が
存
在Peri-im

plant 
m
ucositis　

②
粘
膜
に
支
持
骨
の
喪
失
を
伴
う
炎

症
が
存
在 Peri-im

plantitis

保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
歯
科
交
流
会

歯
科
技
工
料
問
題
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
流
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去
る
8
月
22
日
、
日
本
弁

護
士
連
合
会
（
日
弁
連
）
は
、

「
健
康
保
険
法
等
に
基
づ
く

指
導
・
監
査
制
度
の
改
善
に

関
す
る
意
見
書
」を
発
表
し
、

厚
労
相
な
ど
に
提
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
指
導
、
監
査

制
度
が
保
険
医
の
人
権
や
医

療
機
関
経
営
を
脅
か
す
と
し

て
、
保
険
医
ら
が
救
済
申
し

立
て
を
し
て
い
た
こ
と
に
応

え
た
も
の
で
す
。

　

意
見
書
は
、
指
導
、
監
査

が
保
険
医
に
対
す
る
診
療
報

酬
の
返
還
請
求
や
保
険
医
療

機
関
の
指
定
取
消
処
分
な
ど

の
不
利
益
処
分
に
至
る
性

格
を
有
し
て
い
る
と
し

て
、
保
険
医
の
適
正
な
手

続
的
処
遇
を
受
け
る
権
利

を
保
障
す
る
必
要
性
を
訴

え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
選
定
理
由
の
開
示
、

指
導
対
象
患
者
の
早
期
通

知
な
ど
7
点
を
挙
げ
、
改

善
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
要
望
は
当

会
で
も
長
年
に
わ
た
り
主

張
し
て
き
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
引
き
続
き
改
善
の

取
り
組
み
を
強
め
て
い
く

予
定
で
す
。

別
紙
様
式
14（
訪
問
診
療
に
係
る

記
録
書
）が
事
実
上
廃
止
に

　

厚
労
省
が
9
月
5
日
付
で
示
し
た

「
疑
義
解
釈
そ
の
9
」
に
よ
り
、
同

一
建
物
居
住
者
に
対
す
る
在
宅
患
者

訪
問
診
療
料
2
を
算
定
す
る
際
に
記

載
す
る
「
訪
問
診
療
に
係
る
記
録
書

（
別
紙
様
式
14
）」
が
事
実
上
廃
止
と

な
り
ま
す
。

　

別
紙
様
式
14
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
改
定
当
初
よ
り
、「
事
務
負
担

が
膨
大
に
な
り
、
診
療
に
支
障
を
き

た
す
」「
個
人
情
報
保
護
に
抵
触
す

る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
大
き
な
批

判
が
あ
り
、
協
会
も
様
式
の
撤
回
を

求
め
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
10
月
1

日
か
ら
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別

掲
の
事
項
を
レ
セ
プ
ト
の
摘
要
欄
ま

た
は
症
状
詳
記
に
記
載
す
る
こ
と
で

よ
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
度【
医
科
】

個
別
指
導
等
指
摘
事
項

　

前
号
に
て
2
0
1
4
年
度
の
指
導

実
施
計
画
を
紹
介
し
ま
し
た
。
本
号

で
は
、
2
0
1
3
年
度
実
施
分
の
個

別
指
導
・
新
規
個
別
指
導
【
医
科
】

の
指
摘
事
項
の
一
部
を
下
記
の
通
り

紹
介
し
ま
す
。
保
険
診
療
お
よ
び
保

険
請
求
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す

（
全
文
を
希
望
さ
れ
る
先
生
は
協
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

　

な
お
、
指
導
の
指
摘
は
カ
ル
テ
記

載
に
つ
い
て
の
も
の
が
多
く
、「
記

載
な
し
」
と
の
指
摘
を
受
け
た
被
指

導
者
は
自
主
返
還
も
求
め
ら
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。
医
学
管
理
に
関

す
る
指
導
内
容
の
要
点
や
検
査
結
果

な
ど
、
日
頃
か
ら
丁
寧
に
カ
ル
テ
記

載
を
行
う
こ
と
が
指
導
対
策
の
要
と

言
え
ま
す
。

　協会が開示請求・入手した2013年度の個別指導および新規個別指導の結果通知による
と、個別指導が15医療機関、新規個別指導が37医療機関を対象に実施されていたことがわ
かりました。本号では主に指摘の多かった事項を紹介します。

○診療録等
【診療録の記載】
・診療録に添付することとされている次の書類について、指導当日これらの添付書類等を持参
せず、これら添付書類等を含めたものを診療録として管理されていない例が認められたので改
めること。（心電図の検査結果等、診療情報提供文書の写し、訪問看護指示書等の写し）
・複数の医師が患者の診療にあたっている場合においては、責任の所在を明らかにするため、
診療の都度、診療録に署名又は記名・押印をすること。
・被保険者証のコピーを取り、保存することは個人情報保護の観点から好ましくないので改める
こと。

【傷病名】
・病名の付与について、次の不適切と考えられる例が認められたので改めること。なお、症状に
ついて詳記が必要な場合は診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。（急性病名が長期に
わたり整理されていない。急性期病名が速やかに整理されていない。複数の病名を主病として
いる。単なる症状を病名としている。医学的根拠のないいわゆるレセプト病名を付与している。
など）

○初・再診料
【初診料】
・1回目の初診料を算定した診療の際に罹患していた傷病について、転帰の判断がないまま2
回目の診療の際に新たに初診料を算定していた例が認められたので改めること。

【再診料】
・電話等による再診において、患者等から求められた治療上の意見や、患者等に対して行った
必要な指示の内容について、診療録への記載を充実すること。

【外来管理加算】
・外来管理加算の算定において、患者からの聴取事項や診察所見の要点に係る診療録への
記載がない例が認められたので改めること。
・外来管理加算の算定に際し、患者からの聴取事項や診察所見の要点について診療録への
記載が不十分な例又は記載がない例が認められたので改めること。

○医学管理等
【B000　特定疾患療養管理料】
・特定疾患療養管理料の算定において、治療計画に基づいた服薬、運動、栄養等の療養上
の管理内容の要点について、診療録への記載が画一的な事例が認められたので、記載内容
を充実するよう改めること。

【B001 3　悪性腫瘍特異物質治療管理料】
・悪性腫瘍特異物質治療管理料の算定において、腫瘍マーカー検査の結果及び治療計画の
要点について、診療録への記載が不十分な例又は記載がない例が認められたので改めること。
・悪性腫瘍特異物質治療管理料の算定について、腫瘍マーカー検査の結果及び治療計画
の要点を診療録に記載が不十分な例が認められたので改めること。

【B009　診療情報提供料（Ⅰ）】
・診療情報提供料（Ⅰ）については、保険医療機関が、診療に基づいて他の機関での診療の必
要性等を認め、患者に説明し、その同意を得て当該機関に対して、診療状況を示す文書を添
えて患者の紹介を行った場合に算定できるのであって、医療機関からの紹介に対する単なる
返事では算定できないので改めること。

【B013　療養費同意書交付料】
・療養費同意書交付については、療養費の支給対象となる疾病であることを適切に確認のうえ
交付するよう留意すること。

○在宅医療
【C000　往診料】
・往診料については、患家の求めに応じて患家に赴き診療を行った場合に算定することになる
ので、診療録には患者からの求めに応じて診療した旨及び診療内容を十分に記載すること。

【C001　在宅患者訪問診療料】
・在宅患者訪問診療料の算定において、訪問診療の計画及び診療内容の要点の診療録へ
の記載が不十分な例が認められたので改めること。　

【C002　在宅時医学総合管理料、C002-2　特定施設入居時等医学総合管理料】
・在宅時医学総合管理料の算定において、在宅療養計画及びその内容の患者、家族への説
明の要点等に係る診療録への記載が不十分な例が認められたので改めること。

【C101　在宅自己注射指導管理料】
・在宅自己注射指導管理料の算定において、当該在宅療養を指示した根拠、指示事項（方
法、注意点、緊急時の措置を含む。）、指導内容の要点について、診療録への記載が不十分
な例が認められたので改めること。

【C103　在宅酸素療法指導管理料】
・在宅酸素療法指導管理料の算定において、当該在宅療養を指示した根拠、指示事項（方

法、注意点、緊急時の措置を含む。）、指導内容の要点について、診療録への記載が不十分
な例または記載がない例が認められたので改めること。

【在宅医療・その他】
・特別養護老人ホーム等に入居している患者について、算定することができない在宅自己注射
指導管理料を算定している例が認められたので改めること。
　なお、特別養護老人ホーム等に入居している患者に係る診療報酬の請求については、厚生
労働省保険局医療課長が発出した通知『特別養護老人ホーム等における療養の給付の取
扱いについて」を遵守すること。

○検査
・検査について、個々の症状、所見に応じ、必要な項目を選択し、段階を踏み、漫然と実施するこ
となく、その結果は適宜評価し、治療に反映すること。
・検査の必要性が診療録から読み取れない例が認められたので、必要性を診療録に記載する
よう改めること。

○画像診断
・エックス線診断料の算定について、画像診断の結果、判断した内容について、診療録への記
載が不十分な例が認められたので改めること。

○投薬・注射
【投薬に関する指摘】
・薬剤の投与について、適宜効果判定を行わないまま長期に漫然と投与されている例が認めら
れたので改めること。（例：タケプロン）

【F200、G100　薬剤】
・ビタミン剤に係る薬剤料を算定するにあたっては、当該ビタミン剤の投与が必要かつ有効であ
ると判断し、適正に投与された場合に限られるものであり、判断した趣旨をより具体的に診療録
に記載すること。
・ビタミン剤に係る薬剤料を算定するにあたっては、医師が当該ビタミン剤の投与が必要かつ有
効であると判断し、適正に投与された場合に限り認められること。また、その判断した趣旨を具
体的に診療録及び診療報酬明細書に記載しなければならないことに留意すること。

【F400　処方せん料】
・処方せん料の算定において、治療期間に対して算定回数が頻回となっている例が認められ
たので、適切な処方管理を行うよう改めること。

【注射に関する指摘】
・注射による薬剤の投与については、経口投与による効果が期待できない等、使用の必要性に
ついて考慮した上で実施すること。

○リハビリテーション
【H002　運動器リハビリテーション料】
・運動器リハビリテーション料に係る実施計画書の作成にあたっては、当該リハビリテーションの
必要性、日常生活に与える影響、改善目標、評価等の記載内容を充実すること。

【リハビリテーション・その他】
・リハビリテーションの実施記録に記載する実施時間については、30分単位等の記載とはせず
実際の実施時刻（開始時刻と終了時刻）を記載すること。

○処置
【J119　消炎鎮痛等処置】
・消炎鎮痛等処置を継続的に実施している患者については、治療効果の評価を行い、診療録
に評価結果等を記載するよう改めること。

○その他
【自己診療・自家診療】
・保険医が保険医自らを診療するいわゆる自己診療については、保険請求は認められないの
で改めること。

【電子カルテの運用】
・電子カルテの運用について、看護職員及びその他の職員に対してアクセス権限が無制限に
与えられているので、電子カルテの真正性が確保できるように適正な管理体制を構築するこ
と。

【届出事項の変更】
・届出事項に変更があった場合は、速やかに中国四国厚生局へ届出事項変更（異動）届を提
出すること。（標榜時間、標榜休診日、保険医の異動、保険医（常勤・非常勤）の異動）

【診療報酬請求事務に関する事項】
・診療報酬明細書と日計表の請求点数等に齟齬があるので、会計的管理を適正に行うよう改
めること。また、齟齬となった原因を確認し、請求金額に過不足があるものについては精算を確
実に行うこと。
・診療報酬を請求するにあたっては、請求内容を医師が診療録等を十分確認のうえ請求する
こと。

【医科】2013年度個別指導、新規個別指導指摘事項（主に指摘の多かったもの）

社保
情報

＜患者ごとに記載する事項＞
・要介護度
・認知症の日常生活自立度
・訪問診療が必要な理由
※要介護度4以上または認知症に日常
生活自立度Ⅳ以上の場合は不要。

＜算定日ごとに記載する事項＞
・訪問診療を行った日
・診療人数合計
※同一日に同一建物の患者に、同じ医
師が在宅患者訪問診療料2の対象とな
る訪問診療を行った人数の合計。

　　　　　日弁連、是正
求める意見書を発表

指導、監査
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活発な意見が出された分科会

国
民
中
心
の
医
療
・
介
護
制
度
を

福
山
市
母
親
大
会
　
数
野
副
理
事
長
が
参
加

　

8
月
31
日（
日
）、福
山
市
内
で「
第

60
回
福
山
市
母
親
大
会
」が
開
催
さ

れ
、「
医
療
・
介
護
分
科
会
」に
、数
野

博
副
理
事
長
が
助
言
者
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。同
分
科
会
に
は
約
30
人

の
市
民
な
ど
が
参
加
し
、医
療
・
介
護

問
題
に
つ
い
て
、活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、冒
頭
に
数
野
副
理

事
長
が
問
題
提
起
し
ま
し
た
。数
野

副
理
事
長
は
、6
月
に
成
立
し
た「
医

療
・
介
護
総
合
法
」に
よ
り
、多
く
の

関
連
法
が
審
議
不
十
分
な
ま
ま
変
え

ら
れ
、こ
の
国
の
医
療
・
介
護
が
大
き

く
後
退
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
。主
な
介
護
保
険
の
改

悪
内
容
と
し
て
、要
支
援
1
、2
の
訪

問
介
護
・
通
所
介
護
給
付
外
し
、特
養

の
要
介
護
3
以
上
へ
の
入
所
制
限
、

介
護
利
用
料
の
2
割
負
担
化
―
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、介
護
保
険
制
度
設
立
の
背
景

に
つ
い
て
解
説
。「
日
本
の
介
護
保
険

制
度
は
、ド
イ
ツ
が
25
年
か
け
て
作
っ

た
も
の
を
真
似
し
て
僅
か
1
年
半
で

で
き
た
」と
述
べ
、「
ド
イ
ツ
で
は『
国

が
国
民
を
支
え
る
』考
え
が
前
提
な
の

に
、日
本
は『
医
療
を
切
り
離
す
こ
と
』

が
目
的
だ
」と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、8
月
に
視
察
し
た
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
福
祉
制
度
に
つ
い
て
報
告
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は「
社
会
は
弱
者
の

た
め
に
あ
る
べ
き
」と
い
う
考
え
が
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
徹
底
さ
れ
て
い
る

こ
と
、障
害
を
持
つ
人
も
国
が
責
任
を

持
っ
て
自
立
さ
せ
る
こ
と
、国
民
全
体

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
る
の
で
明

る
い
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。そ

し
て
、「
我
々
国
民
が
主
役
。我
々
が
政

治
を
監
視
し
、関
心
を
持
た
な
い
と
い

け
な
い
」と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
国
は『
自
助
、公

助
、共
助
』と
言
う
が
、地
域
の
つ
な
が

り
が
希
薄
な
現
在
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

補
う
と
い
う
考
え
は
現
実
と
乖
離
し

て
い
る
」、「
制
度
が
変
わ
っ
て
介
護
事

業
所
の
収
入
が
減
っ
た
ら
、ま
す
ま
す

従
事
者
は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
」な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
へ
の
原
発
避
難
者
が
東
電
と
国
を
相
手
に
損
害
賠
償
訴
訟

同
じ
苦
痛
を
次
世
代
に
引
き
継
が
な
い
た
め
に（
上
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
石
森
総
合
法
律
事
務
所
・
石
森 

雄
一
郎 

弁
護
士

　

福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
土
地
を
離
れ
、広

島
県
内
に
避
難
し
て
い
る
方
々
が
、2
0
1
4
年
9
月
10
日
、東
京
電
力

と
国
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る
裁
判
を
提
訴
し
ま
し
た
。そ
の
弁
護

団
の
一
人
で
、自
ら
も
郡
山
か
ら
広
島
へ
避
難
し
て
き
た
原
告
と
し
て
裁

判
に
臨
む
石
森
雄
一
郎
弁
護
士
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
同
様
の
訴
訟
は
、全
国
で
提
訴
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

現
在
、約
20
の
地
裁
で
訴
訟
が
起

こ
さ
れ
て
い
ま
す
。広
島
の
訴
訟
は
、

原
告
が
11
世
帯
28
人
、弁
護
団
に
は

13
人
の
弁
護
士
が
い
ま
す
。私
は
原

告
の
一
人
で
あ
る
と
同
時
に
弁
護
団

の
弁
護
士
で
も
あ
り
ま
す
。

　

訴
訟
提
起
に
は
膨
大
な
調
査
が
必

要
と
な
る
た
め
、弁
護
団
に
関
わ
る

弁
護
士
は
多
い
ほ
ど
作
業
も
分
担
で

き
て
よ
い
の
で
す
が
。

―
広
島
に
避
難
し
て
来
ら
れ
て
い
る

方
は
ど
れ
く
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
し
ょ
う
。

ス
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
数

は
避
難
者
の
申
告
を
も
と
に
し
て

い
ま
す
。同
様
の
情
報
に
は
な
り
ま

す
が
、避
難
者
の
グ
ル
ー
プ
が
運
営

す
る「
ひ
ろ
し
ま
避
難
者
の
会『
ア
ス

チ
カ
』」が
公
表
し
て
い
る
人
数
は

4
9
4
人（
2
0
1
3
年
12
月
現
在
）

で
す（
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム

（
総
務
省
）へ
の
本
人
か
ら
の
登
録
に

よ
り
把
握
さ
れ
て
い
る
人
数
―『
ア

ス
チ
カ
』ｗ
ｅ
ｂ
よ
り
―
）。

―
避
難
者
を
原
告
と
し
た
訴
訟
は
、

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　

震
災
で
避
難
し
て
き
た
方
々
は
原

発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
を
避
け

て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。東
電
も
国

も
、「
1
0
0
ｍ
Ｓ
ｖ
未
満
の
被
曝
値

は
健
康
上
に
有
因
な
影
響
は
な
い
」と

い
う
言
い
方
を
し
ま
す
が
、20
ｋ
ｍ
圏

内
で
あ
っ
て
も
1
0
0
ｍ
Ｓ
ｖ
の
所

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、そ
う
で
あ
る
な

　

福
島
県
は
独
自
に
デ
ー
タ
ベ
ー

ら
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
土
地
で
影
響

が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。し

か
し
そ
れ
は
違
い
ま
す
。「
危
険
」だ
と

言
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、少
な

く
と
も「
不
明
」で
あ
っ
て
、だ
か
ら
こ

そ
県
や
国
は
追
跡
調
査
を
し
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
訴
訟
は
、東
京
電
力
を

相
手
に
、そ
う
い
っ
た
土
地
か
ら
の

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
避
難
者
の

平
穏
な
生
活
を
害
さ
れ
た
、平
穏
生

活
権
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
へ
の
精
神

的
慰
謝
料
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

避
難
者
に
は
被
ば
く
の
恐
怖
、将
来

の
健
康
へ
の
不
安
だ
け
で
な
く
、家
族

離
散
や
経
済
的
な
貧
困
を
強
い
ら
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

「
恐
怖
を
感
じ
る
の
は
個
人
の
感
情
次

第
」と
反
論
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、実
際
に
、国
が
こ
れ
ま
で
定
め
て

い
た
基
準
以
上
の
放
射
性
物
質
が
存

在
し
て
お
り
、国
や
東
電
が
情
報
を
出

さ
な
く
て
も
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
の
よ
う
な
中
で
感
じ
る「
不
安
」

は「
個
人
の
感
情
」で
片
付
け
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
ご
自
身
の
体
験
か
ら
も
実
感
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

私
は
福
島
県
郡
山
市
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。3
月
12
日
に
原
発
事
故
が
発

生
、夕
方
に
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、す
ぐ

に
奥
羽
山
脈
を
越
え
て
会
津
付
近
に

避
難
し
ま
し
た
。妊
娠
初
期
だ
っ
た
妻

は
、翌
日
に
新
潟
空
港
か
ら
妻
の
実
家

が
あ
る
広
島
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

当
時
、私
は
郡
山
で
弁
護
士
事
務
所

に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。震
災
が
起
き

た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、こ
の
ま
ま
地

元
で
活
動
し
て
い
く
つ
も
り
で
し
た
。

し
か
し
、不
安
が
強
い
妻
は
、出
産
後

も
郡
山
に
戻
ら
な
い
と
い
い
ま
す
。家

族
が
離
れ
て
い
る
状
況
は
精
神
的
な

負
担
も
大
き
く
、夫
婦
の
間
で
は
諍
い

が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
家
族
の
中
で
も
不
安
の
大
き
さ
に

違
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

私
は
地
元
へ
の
思
い
か
ら「
大
丈

夫
だ
」「
安
全
だ
」と
い
う
情
報
に
飛

び
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。し

か
し
妻
は
強
烈
な
不
安
を
感
じ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、「
危
険
」と
い
う

情
報
を
重
視
す
る
。妻
が
不
安
に
感

じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て

い
ま
し
た
し
、そ
れ
自
体
に
罪
は
な

い
の
も
わ
か
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

当
時
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず

に
い
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
と
、広
島
に
移
り
住
む
こ
と
に

し
た
の
で
す
。

―
広
島
で
避
難
者
の
訴
訟
に
携
わ
る

こ
と
に
し
た
の
は
、地
元
へ
の
思
い

か
ら
で
す
か
？

　

い
や
、そ
う
い
う
わ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。当
時
は
気
持
ち
が
荒
ん
で

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、震
災
の
話
は

し
た
く
な
か
っ
た
し
、聞
き
た
く
な

か
っ
た
。福
島
に
は
ま
だ
親
族
も
住

ん
で
い
ま
す
し
、「
福
島
は
危
険
だ
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
に
も
抵
抗
が
あ
り

ま
し
た
。

　

細
々
と
弁
護
士
業
を
や
っ
て
い
け

た
ら
い
い
ぐ
ら
い
に
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
へ
、避
難
者
訴
訟
の
弁
護
団
か

ら
声
が
か
か
り
ま
し
た
。避
難
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、母
子
避
難
を
し
て

い
る
方
や
離
婚
し
て
来
ら
れ
て
い
る

方
も
い
ま
す
。と
て
も
他
人
事
に
は

思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

福
島
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
み
る

と
、様
々
な
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に

な
り
、安
全
だ
と
思
っ
て
い
た
が
よ

く
考
え
た
ら
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
な

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。人
間

は
自
分
の
考
え
を
裏
付
け
る
根
拠
を

求
め
る
、そ
の
こ
と
に
罪
は
な
い
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、少
し
ず
つ
震
災
の
話
も
聞
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。当
時
は「
福
島
は
安
全
だ
と
思

い
た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。現
在
も
福
島

は
危
険
だ
と
い
う
確
信
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、安
全
と
言
い
切
れ
な
い
状
況

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
訴
訟
で「
不
安
な
気
持
ち
」が
発
生

し
た
こ
と
へ
の
責
任
を
明
ら
か
に
す

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

　

多
く
の
弁
護
団
は「
危
険
」だ
と
い

う
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
勝
て
な

い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ

る
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
情
報
な
ど
、放
射

性
物
質
の
危
険
性
を
指
摘
す
る
情
報

が
流
布
し
て
い
る
こ
と
は
東
電
も

知
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は「
絶
対
に

間
違
っ
て
い
る
」と
言
い
切
れ
る
も

の
で
は
な
く
、ひ
と
つ
の
学
説
と
し

て
説
得
力
を
持
つ
こ
と
を
承
知
し
て

い
ま
す
。

　

で
は
、そ
う
い
っ
た
情
報
が
あ
る

中
で
放
射
性
物
質
を
撒
き
散
ら
し

た
と
き
、人
の
心
理
は
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
。危
険
だ
と
い
う
こ
と
を
証

明
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、「
避
難

す
る
人
は
自
己
都
合
」と
言
え
る
で

し
ょ
う
か
。健
康
上
の
確
た
る
被
害

が
あ
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、「
放

射
性
物
質
へ
の
不
安
」と
い
う
も
の

が
、法
律
上
保
護
さ
れ
る
も
の
な
の

か
ど
う
か
、そ
れ
と
も
そ
れ
は
個
人

が
勝
手
に
感
じ
て
い
る
も
の
な
の

か
。裁
判
で
は
新
し
い
判
断
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。�

（
次
号
に
つ
づ
く
）

助言者を務めた
数野副理事長

インタビューを受ける石森弁護士

ひ
ろ
し
ま
避
難
者
の
会「
ア
ス
チ
カ
」
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第２号
原発よりも命の海を
広島保険医新聞寄稿集

追加のご希望は
協会まで 
T 082-262-5424
F 082-262-5427

　東日本大震災発生後の
各地の取り組みや、国の支
援策を求める活動などが続
く第２弾。被災者支援の拡
充と継続のためにも、多く
の方に、知ってもらいたい
内容です。
　会員の先生方には、協会
紙7月10日号に同封してお送
りしています。

第１号は中国新聞で紹
介されました。
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分
や
糖
な
ど
を
再
吸
収
す
る
よ
う
に

で
き
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
を

知
る
に
つ
れ
、Ｄ
Ｎ
Ａ
と
い
う
設
計
図

は
神
さ
ま
の
意
思
で
上
手
く
作
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
す
。た
だ
、人
の
体
が
適
応
で

き
な
い
の
は
、放
射
線
で
す
。こ
れ
は

一
瞬
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
設
計
図
を
狂
わ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。お
そ
ら
く
核
や
放
射

線
は
神
さ
ま
の
想
定
外
の
も
の
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

―
医
院
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

　

や
は
り
患
者
さ
ん
は
病
で
来
ら
れ

て
い
る
の
で
、と
に
か
く
優
し
く
接
す

る
こ
と
で
す
。そ
れ
と
、職
員
の
間
で

仲
良
く
す
る
こ
と
が
、い
い
仕
事
を
す

る
た
め
の
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

―
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、ご
趣
味
は

　

下
手
な
文
章
を
書
く
こ
と
で
す

（
笑
）。こ
れ
ま
で
に
色
々
な
所
で
依
頼

さ
れ
て
書
い
た
文
章
を
、い
つ
か
ま
と

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。他
に
歴
史

の
解
釈
や
ゴ
ル
フ
も
趣
味
で
す
。

―
最
後
に
、先
生
の
医
療
制
度
に
対
す

る
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

う
ち
で
は
無
床
診
療
所
、在
宅
医

療
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
三
本
柱
と
し
て

い
て
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
配
置

医
師
も
担
っ
て
い
ま
す
。最
近
思
う
こ

と
は
、施
設
入
所
者
へ
の
医
療
の
算
定

制
限
が
厳
し
く
、ま
た
施
設
以
外
で
も

在
宅
医
療
の
点
数
が
大
き
く
減
ら
さ

れ
て
い
て
、悪
い
言
葉
で
言
え
ば
、「
お

年
寄
り
を
ぞ
ん
ざ
い
に
扱
う
よ
う
な

制
度
」に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

世
間
一
般
も
、「
財
政
が
厳
し
い
の
は

お
年
寄
り
が
医
療
費
を
使
う
せ
い
」と

い
う
風
潮
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、若
い

人
な
ら
3
日
で
治
る
病
気
も
お
年
寄

り
な
ら
1
週
間
か
か
る
の
で
、医
療
費

が
か
か
る
の
は
当
然
で
す
。本
来
、人

の
命
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
平
等
な
は
ず
で
、お
年
寄
り
に
医
療

費
を
あ
ま
り
使
う
な
と
い
う
政
策
は

間
違
っ
て
い
ま
す
。戦
後
、こ
れ
ま
で

日
本
を
支
え
て
き
た
人
た
ち
の
長
寿

を
み
ん
な
で
喜
び
合
え
る
社
会
で
あ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。「
長
生
き
す

る
の
は
悪
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」と
声

を
大
に
し
て
問
い
か
け
た
い
で
す
。

―
先
生
が
こ
ち
ら
で
開
業
さ
れ
て
ど

の
く
ら
い
に
な
る
の
で
す
か

　

今
年
で
22
年
に
な
り
ま
す
。

―
ご
出
身
は

　

広
島
市
で
す
。

―
医
師
を
志
さ
れ
た
き
っ
か
け
は

　

私
は
7
人
兄
弟
の
末
っ
子
な
の
で

す
が
、3
歳
上
の
兄
が
医
学
部
に
入

り
、学
生
生
活
を
満
喫
し
て
い
る
の

を
見
て
、「
医
学
部
っ
て
楽
し
い
と
こ

ろ
な
ん
だ
な
」と
、自
分
も
志
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。で
も
後
か
ら
考
え
た

ら
、医
学
部
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、大
学
生
活
が
楽
し
か
っ
た
だ
け
な

の
で
す
が
、当
時
は
よ
く
分
か
っ
て
い

な
か
っ
た
で
す
ね（
笑
）。

　

兄
が
医
学
部
に
入
っ
た
動
機
を
後

で
聞
く
と
、私
と
一
回
り
違
う
次
男
の

兄
が
、3
歳
の
時
に
病
気
で
聴
覚
に
障

害
を
負
っ
た
の
で
、そ
れ
を
治
す
た
め

だ
っ
た
よ
う
で
す
。ま
た
、学
校
の
教

員
だ
っ
た
私
の
父
も
、最
後
は
ろ
う
学

校
に
移
っ
て
次
男
を
受
け
持
っ
て
い

ま
し
た
。私
は
医
者
に
な
っ
て
か
ら
、

次
男
の
兄
を
自
分
の
通
所
施
設
に
招

い
た
り
し
ま
し
た
が
、当
初
の
動
機
は

兄
や
父
と
違
い
、次
男
の
こ
と
と
は
関

係
な
く
、浅
い
単
純
な
も
の
で
し
た
。

―
学
生
時
代
の
印
象
は

　

自
慢
話
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
が
、広
大
で
は
一
応
サ
ッ
カ
ー
部
の

キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
て
い
て
、ず
っ
と

サ
ッ
カ
ー
に
一
途
で
し
た
。「
何
学
部

で
す
か
」と
聞
か
れ
る
と
、「
サ
ッ
カ
ー

部
で
す
」と
言
っ
て
い
た
ぐ
ら
い
没
頭

し
て
い
ま
し
た（
笑
）。

―
医
師
に
な
っ
て
か
ら
、こ
れ
ま
で
を

振
り
返
っ
て
の
印
象
は

　

色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、患

者
さ
ん
の
た
め
に
一
生
懸
命
や
っ
た

ら
、そ
れ
だ
け
の
も
の
が
返
っ
て
く
る

と
い
う
印
象
で
す
。医
者
に
と
っ
て
一

番
う
れ
し
い
の
は
、患
者
さ
ん
に
信
頼

し
て
頂
け
る
こ
と
で
す
。「
自
分
が
死

ぬ
時
は
、最
期
は
先
生
に
看
取
っ
て
も

ら
い
た
い
」と
言
わ
れ
る
と
、「
よ
し
頑

張
ろ
う
」と
い
う
気
に
な
り
ま
す
。「
僕

は
少
々
の
こ
と
じ
ゃ
死
亡
診
断
書
は

書
き
ま
せ
ん
か
ら
。と
こ
と
ん
長
生
き

し
て
も
ら
い
ま
す
よ
」と
笑
い
な
が
ら

言
っ
た
り
す
る
の
で
す
が
。

　

あ
と
、40
年
近
く
医
者
を
や
っ
て
い

る
と
、人
の
体
は
よ
く
で
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。人

も
含
め
動
物
は
、と
に
か
く
子
孫
を
残

す
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。ミ
ニ
チ
ュ

ア
な
ど
を
見
て
か
わ
い
い
と
感
じ
る

の
も
、子
ど
も
を
守
る
た
め
の
本
能
で

す
し
、女
性
の
骨
粗
し
ょ
う
症
が
閉
経

後
に
増
え
る
の
も
、そ
れ
ま
で
は
子
ど

も
を
お
ぶ
っ
た
り
し
な
い
と
い
け
な

い
か
ら
で
す
。ま
た
、そ
う
い
う
体
も

環
境
が
変
わ
れ
ば
長
い
年
月
を
か
け

て
、適
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。人

は
進
化
の
過
程
で
海
か
ら
陸
地
に
上

が
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
ま
す
が
、陸
上

は
塩
分
が
足
り
な
い
の
で
、腎
臓
で
塩

　

前
回
に
引
き
続
き
平
成
27
年

4
月
1
日
か
ら
の
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を

ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

パ
ー
ト
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た

と
き
の
事
業
主
に
よ
る
説
明
義
務

の
新
設

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
い
入

れ
た
と
き
は
、雇
用
管
理
の
改
善
措

置
の
内
容
に
つ
い
て
事
業
主
が
説
明

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
改
正
前
）

　

待
遇
の
決
定
に
当
た
っ
て
考
慮
し

た
事
項
に
つ
い
て
、パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
は

説
明
が
必
要

〔
説
明
を
求
め
ら
れ
た
と
き
の
説
明

内
容
の
例
〕

「
ど
の
要
素
を
ど
う
勘
案
し
て
賃
金

を
決
定
し
た
か
」

「
ど
の
教
育
訓
練
や
福
利
厚
生
施
設

が
な
ぜ
使
え
る
の
か
ま
た
は
使
え
な

い
の
か
」

「
正
社
員
へ
の
転
換
推
進
措
置
の
決

定
に
当
た
り
何
を
考
慮
し
た
か
」等

（
改
正
後
）

　

改
正
前
の
も
の
に
加
え
て
、雇
入

れ
時
に
雇
用
管
理
の
改
善
措
置
の
内

容
に
つ
い
て
の
説
明
が
必
要

〔
雇
入
れ
時
の
説
明
内
容
の
例
〕

「
賃
金
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」

「
ど
の
よ
う
な
教
育
訓
練
が
あ
る
か
」

「
ど
の
よ
う
な
福
利
厚
生
施
設
が
利

用
で
き
る
か
」

「
ど
の
よ
う
な
正
社
員
転
換
推
進
措

置
が
あ
る
か
」等

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か
ら
の

相
談
に
対
す
る
た
め
の
体
制
整
備

の
義
務
化

　

事
業
主
は
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、適
切
に
対

応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
相
談
担
当
者
を
決
め
て

対
応
さ
せ
る
」、「
事
業
主
自
ら
が
相

談
担
当
者
と
な
り
対
応
す
る
」等
で

す
。

　

ま
た
体
制
の
整
備
を
行
っ
た
上
で
、

相
談
窓
口
の
周
知
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。具
体
的
に
は
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
と
き
に
、

書
面
等
で
交
付
す
る
こ
と
が
決
め
ら

れ
て
い
る
労
働
条
件
通
知
書
等
に「
相

談
窓
口（
相
談
担
当
者
の
氏
名
、相
談

担
当
の
役
職
あ
る
い
は
相
談
担
当
部

署
等
）」を
記
入
し
明
示
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
労

働
条
件
通
知
書
等
の
内
容
に
記
載
の

追
加
が
改
正
後
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
お
忘
れ
無
き
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

公
表
制
度
、
過
料
の
新
設

　

雇
用
管
理
の
改
善
措
置
の
規
定
に

違
反
し
て
い
る
事
業
主
に
対
し
て
厚

生
労
働
大
臣
が
勧
告
を
し
て
も
、事
業

主
が
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
、厚
生

労
働
大
臣
は
、こ
の
事
業
主
名
を
公
表

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
た
、事

業
主
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
規

定
に
基
づ
く
報
告
を
し
な
か
っ
た
り
、

虚
偽
の
報
告
を
し
た
場
合
は
、20
万
円

以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
に
つ
い
て
は
他
に
も

あ
り
ま
す
が
、義
務
化
さ
れ
る
も
の

や
罰
則
等
、今
後
の
雇
用
管
理
に
特

に
影
響
の
あ
る
部
分
を
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士・白
鷺
克
憲
）

左がクリニック、右端がデイケアセンター

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで89
面接・雇用から
採用・退職まで89

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご
質

問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の
ご
感

想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。ま
た
、

白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す（
8
面
上
段
に

掲
載
）。詳
し
く
は
協
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
に
つ
い
て
②

会員訪問34会員訪問34会員訪問34会員訪問34
津元　光雄　先生津元　光雄　先生津元　光雄　先生津元　光雄　先生
津元クリニック
（広島市佐伯区）
津元クリニック
（広島市佐伯区）

協
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

レ
セ
プ
ト
記
載
要
領
で
は
、「
同

月
中
に
保
険
証
種
別
等
の
変
更
が

あ
っ
た
場
合
、
そ
の
変
更
が
あ
っ

た
日
を
『
診
療
開
始
日
』
と
し
て

記
載
し
、『
摘
要
』
欄
に
そ
の
旨
を

記
載
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
に
、
保
険
証
の
資
格
取
得
日
欄

が
必
要
と
な
る
よ
う
で
す
。

　

カ
ル
テ
の
一
号
用
紙
に
資
格
取
得
日

が
あ
る
。一
部
企
業
の
保
険
証
に
記
載

が
な
い
場
合
が
あ
る
。そ
の
場
合
、保
険

者
に
連
絡
を
し
て
確
認
し
て
い
た
。

　

こ
の
度
、あ
る
企
業
の
保
険
証
に
も

記
載
が
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、保
険
者
に

連
絡
し
た
と
こ
ろ
、個
人
情
報
保
護
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、「
と
に
か
く
教
え

ら
れ
な
い
」と
言
わ
れ
た
。

　

資
格
取
得
日
が
空
欄
に
な
る
た
め
、

ど
う
し
た
も
の
か
と
調
べ
た
と
こ
ろ
、

資
格
取
得
日
は
や
む
を
得
な
い
場
合
は

記
載
が
な
く
て
良
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

レ
セ
プ
ト
上
に
は
、出
て
こ
な
い
。

　

そ
れ
な
の
で
あ
れ
ば
、受
付
業
務
の

簡
素
化
も
兼
ね
て
、一
号
用
紙
か
ら
資

格
取
得
日
の
欄
を
無
く
し
て
も
良
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

匿
名
希
望（
広
島
市
西
区
）

届出医療の活用と留意点
－施設基準・人員基準等の手引き

在宅医療点数の手引き
－診療報酬と介護報酬

2014年度～2015年度版　（9月発行）

2014年度　改定版　（10月発行）

医療機関の運営に必須の1冊!
会員の注文は1冊まで無料で承ります。

（追加注文は有料）
�ご不明な点は協会（℡082－262－5424）まで

写
真
は「
届
出
医
療
の
活
用
と
留
意
点
」
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①
当
面
の
医
療
運
動
対
策

　

医
療
・
介
護
総
合
法
成
立
を
受
け

て
、患
者
署
名
の
取
り
組
み
を
決
定
。

リ
ー
フ
、ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
な
ど
を
10

月
初
旬
に
会
員
に
発
送
。「
9
・
23
国

民
の
い
の
ち
と
安
全
を
ま
も
れ　

安

心
・
安
全
の
医
療
・
介
護
を
実
現
す
る

シ
ン
ポ
」「
10
・
23
国
民
集
会
」「
全
国

歯
科
交
流
会
」の
参
加
確
認
等
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
合
意
阻
止
、特
定

秘
密
保
護
法
、集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
閣
議
決
定
に
つ
い
て
、県
お
よ

び
市
町
議
会
へ
の
意
見
書
採
択
の
請

願
・
陳
情
行
動
の
状
況
報
告
等
。医

科
・
歯
科
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

に
つ
い
て
内
容
を
検
討
。

②
総
務
・
財
政

　

広
島
市
8
・
20
豪
雨
災
害
対
策
に

つ
い
て
、会
員
へ
の
情
報
提
供
と
被

害
状
況
調
査
結
果
を
報
告
。災
害
被

災
者
支
援
と
災
害
対
策
改
善
を
求
め

る
全
国
連
絡
会
・
広
島
県
災
対
連
結

成
総
会
へ
の
参
加
を
確
認
。

　

申
告
実
務
に
係
る
税
理
士
顧
問
料

に
つ
い
て
確
認
。

　

沖
縄
県
・
辺
野
古
基
地
推
進
へ
の

抗
議
声
明
の
送
付
等
を
確
認
。

③
協
会
行
事

　

グ
ル
ー
プ
保
険
更
新
受
付
・
生
保

打
ち
合
わ
せ
会
議
、市
民
公
開
講
演

会（
福
山
）、医
科
・
届
出
医
療
研
究

会
、文
化
行
事
、医
科
・
医
療
安
全
管

理
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
確
認
。

科
を
め
ぐ
る
政
策
課
題
、医
療
運
動

の
検
討
。

・
8
月
24
日（
日
）歯
科
臨
床
研
究
会

「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
際
し
て
考
慮

す
べ
き
歯
周
組
織
の
環
境
と
対
策
」

・
8
月
25
日（
月
）第
2
4
7
回
医
科

社
保
学
術
部
会
。保
険
請
求
等
Ｑ
＆

Ａ
、納
得
で
き
な
い
査
定（
減
点
）・
返

戻
事
例
、指
導
・
監
査
お
よ
び
適
時
調

査
対
策
、今
年
度
の
行
事
の
検
討
。

・
8
月
26
日（
火
）総
務
財
政
部
会
。医

療
運
動
対
策
、各
部
の
活
動
と
対
策
、

行
事
・
会
議
予
定
等
の
確
認
。

・
9
月
2
日（
火
）第
1
5
5
回
歯
科

社
保
対
策
部
会
。点
数
等
Ｑ
＆
Ａ
、審

査
改
善
対
策
、指
導
・
監
査
改
善
対
策

の
検
討
。

・
9
月
6
日（
土
）福
山
、7
日（
日
）広

島
・
歯
科
医
療
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー

「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
・
コ
ー
チ
ン

グ
～
医
療
現
場
の
信
頼
関
係
構
築
で

必
須
の
ス
キ
ル
～
」

【
協
議
事
項
】

　

2
0
1
4
年
9
月
9
日（
火
）に
第

19
期
第
17
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

【
主
な
協
会
の
諸
会
議
お
よ
び
行
事

等
の
報
告
】

（
2
0
1
4
年
8
月
13
日
～
2
0
1
4

年
9
月
9
日
）

・
8
月
19
日（
火
）広
報
文
化
部
会
。主

張
案
、紙
面
企
画
案
、市
民
公
開
講
演

会
、文
化
行
事
の
検
討
。

・
8
月
22
日（
金
）第
3
3
3
回
歯
科

幹
事
会
。今
年
度
の
歯
科
行
事
、組
織

拡
大
、審
査
・
指
導
等
改
善
対
策
、歯

　

上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労

務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日
時
に
つ

き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
協
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会
で

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
よ
ろ
ず
法
律 

　
　
　

税
務 

労
務
」

　

ご
利
用
に
つ
い
て

17
19

編
集
後
記

　

広
島
は
8
月
20
日
の
土
砂
災
害
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
国
を
挙
げ

て
の
救
済
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ま

だ
十
分
な
復
興
の
道
は
開
け
な
い
。

今
年
の
夏
は
雨
が
多
く
、
野
菜
は
高

騰
し
た
ま
ま
だ
。
主
張
で
は
、
勤
労

者
の
収
入
増
を
求
め
た
。
特
別
連
載

寄
稿
で
は
、
千
田
武
史
先
生
の
日
新

戦
争
期
に
お
け
る
広
島
の
医
療
と
看

護
の
実
態
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
日
清

戦
争
当
時
は
、
広
島
が
日
本
の
中
心

都
市
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
日

清
戦
争
は
、
三
国
干
渉
と
い
う
、
日

本
が
外
国
の
圧
力
を
初
め
て
経
験
し

た
戦
争
で
あ
る
。�

（
Ｏ
）

2014年度　医科 医療安全管理セミナー

と　き：11月17日（月）19：00～21：00
ところ：ホテルJALシティ広島　広島市中区上幟町7-14
講　師：大野 陽子　氏（県立広島病院副看護部長 認定看護管理者）
　　　　今崎 美香　氏（県立広島病院感染管理認定看護師）

と　き：11月20日（木）19：00～21：00
ところ：三次グランドホテル　三次市十日市南1-10-1
講　師：野田 宏美　氏（市立三次中央病院看護副部長）
　　　　三笘 真理恵　氏（市立三次中央病院感染管理認定看護師）

と　き：11月27日（木）19：00～21：00
ところ：ビューポートくれ　呉市中通1-1-2
講　師：津島　芳子　氏（中国労災病院医療安全管理者）
　　　　柴田　美加　氏（中国労災病院院内感染管理者）

と　き：11月28日（金）19：00～21：00
ところ：アルセ　福山市沖野上町5-30-26
講　師：喜岡　幸央　氏（福山市民病院安全管理室長・医師）　
　　　　三宅　智津恵　氏（福山市民病院感染管理認定看護師）

※　会員参加費無料。未入会者は入会後無料で参加いただけます。
※　別途案内ハガキを発送予定。

県下4会場で開催！広島会場

三次会場

呉 会 場

福山会場行
事
案
内
は

1
面
に
も
あ
り
ま
す

沖縄県知事選挙にあたって「有志の会」への賛同を呼びかけます
沖縄県保険医協会有志の会　呼びかけ人　仲里尚美

　昨年12月27日に仲井真沖縄県知事が普天間基地移設先の辺野古埋立を
承認し、現在、辺野古の埋め立て作業が強行されています。辺野古地区で
は、座り込み抗議活動を行っている一般市民を排除し、強権的に海底ボー
リング掘削作業がすすめられている状況です。8月23日、24日に琉球新報
社、沖縄テレビ放送が合同で行った世論調査では、移設作業を「中止すべ
き」が80．2％にのぼり、圧倒的多数の県民が辺野古埋め立てに反対をして
います。
　沖縄県保険協会では、今年度の重点目標に、「普天間基地の無条件撤去を
求め、県内移設及び新基地建設に反対する」ことを掲げており、11月16日に
投開票が予定されている沖縄県知事選挙に向けて、これらの目標を実現で
きる知事を誕生させること目的に「有志の会」を立ち上げます。
　平和への強い思いとともに、県民の健康を守る医師・歯科医師の立場か
ら、生命を危険にさらす新基地建設を撤回させ、普天間基地の無条件撤去
を実現させるため、多くの会員のご賛同をお願い申し上げます。

有志の会に賛同される方は、沖縄県保険医協会（℡098－832－7813）まで


